
研修出張様式４


研修報告書

	所　　属　南山苑在宅介護支援センター　　　職　種　　　看護師　　　　　氏　名　村本　順子

	期　　間　　平成20年6月6日　～　平成20年6月10日

	出張目的　地域密着型福祉全国セミナー　in　大牟田

	出 張 先　大牟田文化会館　及び　大牟田市内（福岡県大牟田市）

	研修に関する考察　　　　　　　


　

今回は、在介担当者として、また、認知症地域支援体制構築事業に関わるものとして、地域密着型福祉全国セミナーに参加する機会を得たことは、貴重な体験となった。特に全国でも先駆者として、地域支援体制が進んでいる大牟田市の「官民一体」の取り組みや、他セッションなどでの他地域の取り組みを知ることができた。

八戸市でも見守りネットワーク構築の必要性が叫ばれており、在介担当地区でも協議会つくりをすすめているがなかなか進んでいないのが現状である。しかし、いろいろな取り組みを聞き考える中で、改めて、「アプローチの仕方はさまざまだが、1つの積極的な動きが周囲を動かし、徐々に周囲につながって大きな動きになる。」それが基本的なネットワーク構築ではないのか？　必要性を周囲に理解してもらうよう進めていくことが大事だと基本に立ち返ることができた。大牟田での活動の中で、「はじめからまとまっていたわけではない、

イベントをすることで「きずな」が生まれてくる、絶え間なく行っていく過程が大事である」と先立ちで行っている大谷氏が言っていた言葉が印象的だった。

研修要旨

　6/6　前夜祭

　　大牟田からのメッセージ

　　　認知症の人が地域で安心して暮らせるまち｢大牟田｣はどうして始まったのか？

　

　　　大牟田市健康福祉部　　　　　　　　大戸氏

　　　認知症ケア研究会　　　　　　　　　大谷氏

　　　認知症介護研究・研修東京センター　永田氏　　　3人のセッション方式で進行された。

　　　１、　なぜ？官民一体の取り組みができたのか？

　　　

大牟田市の現状

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　高齢化率　28，7パーセント

　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　認知症が問題

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　事業所の壁を

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　越え何かしたい

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　デンマークなどを参考

　　　　　　　　　　　　　

役所は何もしてくれない


　　　　　　　　　　　　　　　　　

やる気を見せる。

休みや時間外でも活動　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　協　働

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　２、協働がもたらしたもの

　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　違和感

　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　パートナーシップ

　　　　　　　　　　　　　　　　　・　保健福祉課の新人は現場に研修にいってる。

· 役所の垣根が低くなった。

　　　　　

　　

感想　

　　　　・　認知症への理解を深めるため、音楽を聴きに来てもらうことをきっかけにみんなに

来てもらう工夫をきき、やはり、担当地区でも「認知症」への間違った理解や偏見があり、

集まってもらうのは大変であるため、考え方を変えて工夫することも必要と感じた。

　　　　・　八戸においては、基幹型在介から、現在の包括支援センターにおいても相談はしやすいが、

　　　　　　大牟田のように協働できるかと考えると、合わないのではないかと思われる。協力してもらい

ながら、確認や支援を受けやすいある程度の距離を持ってやるスタンスがよいのではないか

と考える。

６/７　フィールド分科会

分科会１「地域の宝探し！」～介護予防拠点・地域交流施設探検ツアー～

【Ｂ―1】①ウェルカム！～英語で遊ぼう～　　　　　　　　　リビングアエル

　　　　　　　・　大牟田市では福祉空間整備事業として、地域での活動拠点をサービス施設につくると固定資産税が安くなる事業を行っている。そのため、今回見学した「リビングアエル」も小規模多機能施設にまちの集会所として利用できるスペースを作って開放している。玄関は同じ。

　　　　　　　

・住宅地の中にあるが、地域としては公民館が古くて利用しにくいため、集会所として利用し、施設を受け入れている。また、施設利用者も近隣が多い。

　　　　　　

　　　　　　　・今回は英会話教室を実施し、小学生が地域の高齢者と交流している状況を見学。

　　　　②ウェルカム！地域ふれあいフォーラムｲﾝしらかわ～とんとんとんからりんと隣組～

　　　　　　　・小規模多機能施設に併設された地域交流センター「しらかわ」において地域住民グループワークを見学。

・グループワークの内容　5グループに町内の方が分かれて、討議して、全体に発表していた。

1 認知症ボランティアの決起集会を開くための話し合い。

2 引きこもりの方をサロンなどに出てもらうイベントの工夫　など

オープニングセッション

｢誰もが安心して暮らせるまちの3つの力｣

自分力・地域力・自治体力を高める秘訣を教えます！

　

　　　　元宮城県知事　浅野氏

障害を実際に持ち自立生活運動に参加している　玉木氏

　　　自閉症の子を持ち、千葉県お障害者差別ををなくす条例つくりに携わった毎日新聞勤務の　野沢氏

　　　　　・障害者に地域の人は無関心か、異常に優しいかのどちらかである・

・障害者は自分が一番大変だと思い込みやすい。一堂に会して話をすると相互理解が深まる。

・非専門化が「友達」として関わってくれることが自立に向けて支援になる。

・障害者が住みやすい町であることは、みんなにとっても住みやすい町になる。

セッション１「誰もが自分の人生を生きている！」

本人が“自分力”を信じて「地域で生ききる」ための支援のあり方を深めます。

　

1 本人ネットワーク支援　永田　久美子　氏　本人ネットワーク支援委員会委員

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　認知症介護研究・研修東京センター主任研究主幹

　　　　

・認知症の方が町に出て行くことが広めることになる。

・誰のために支援するのか？本人に聞くのが一番よい。

・認知症になってもそこに力が残っている。周囲は支援してしまいがちである。

　　↓

本人会議　本人同士が出会い・つながり・知識や経験を生かしていく。

　

· 全国で認知症を知り、地域をつくるキャンペーンとして本人会議を広める活動をしている。

2 大牟田市障害者協議会について　大場　和正　氏　大牟田市障害者協議会　事務局長

　　　　

　　　　・１９９９年に任意団体として、身体・精神・知的の三障害の団体が協力して一緒に活動。

　　　　・お祭りに車椅子の方も参加してもらおうという働きから、カテゴリーを越えた。

　　　　

　　　　高齢者問題との違い

　　　　　　障害を持っていると自分を見下され、社会からとうざけられる事を体験。

　　　　　　自身も自分をだめだと思いがち。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　↓

　　　　　　　エンパワメントしていくことで、社会資源と出会い、人間関係と出会っていく。

　　　　　　　レールをしいていくのではなく、望む生活ができるよう本人の力を引き出す。

　　　　　　　障害のある子供にも「将来何になりたいの？」と聞けるような社会にしたい。

③　浦河ベテルの活動　　　　　　　浦河べてるの家　理事　ソーシャルワーカー

　　　　

　　　　・町民(障害を体験した)として街づくりに参加。

　　　　・精神障害者へ医療が行っているのは、ケア中心。

　　　　・現実との遭遇を回避しなければ生きにくい。→妄想

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　見え方感じ方に困難を抱えている。

　　　　・精神障害→自分のコントロール障害（車の運転と同じように練習が必要）

まとめ　当事者研究が盛んになってきている。

　　　　セルフエンパワーメント→本人の力が地域を良くしていく。

　　　　自立とは、自分ができないことをできないといえること。支援をうけてできる事を増やすこと　

　　　　市民の顔を持った人を育てる支援が必要。

絵本＆べてるの家ジョイントコンサート

“自分力”を信じよう！「私は私として生きて生きたい」

　　

べてるの家　下野　勉　氏（１９歳で統合失調症を発病。病気の体験を歌にしてライブ活動も行う。

　　　　　　　　　　　　　　

大牟田小学校６年生

ヒーリング

ミヤヤム・ゲーテ　(認知症コーディネーター)

下野氏の歌と小学生による、認知症の絵本の朗読　ヒーリングの演奏を行った。

　

【考察】

　　　自分は看護師・ケアマネジャーとして、さまざまな障害のある方とかかわりを持ってきていたが、

　　本当に「普通」に接してきただろうか？知らず知らずとして、要らない遠慮をしていなかったかと反省された。「将来何になるの？」と聞かれた事がなかったと実際に障害を小さい頃から持っている方が

　　話されていたのを聞いて、考えさせられる思いだ。また、浦河べてるの方が、「精神ばらばら、ばらばら昆布です」と冗談を言っていたのを聞いて、障害の受容というのは普通に受け止められるということなのだと実感した。認知症の方の本人会議などで本人の思いを聞くという活動もあり、本人の希望や

　　できることを引き出す支援を目指していきたい。

６/７　

講演　地域における「新たな支えあい」を求めて

　　　　　　　　～住民と行政の協働による新しい福祉～　　講師　厚生労働省社会・擁護局総務課　

課長　　　藤木　則夫

　　　　・２０２５年に団塊世代が65歳を超える。人口ピラミッドは2050年にはツタンカーメン型。

　　　　　

　　　　・地域において制度の谷間の問題や制度ではすくいきれないニーズ

1 孤立死

2 徘徊死・不明者

3 高齢者虐待の発見

4 児童虐待の発見

5 障害者の地域移行

6 消費者被害

7 災害時要援護者

8 時々、ちょっとしたことの手助けに困る人

9 軽度者や一時的な要援護者

　　　　・今、なぜ地域福祉なのか？

　　　　　　背景　法律・サービスの隙間が見えてきた　　　　制度の、制度外のサービス

　　　　　　　　　地域で普通の暮らしを目指す。　　　　→　長期継続ケア・見守り

　　　　　　　　　一定の財源から最大の尊厳を。　　　　　　地域の人材の総動員。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

そのためには　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コーディネーター

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ケアマネジメント

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　運営協議会　　　　　　　

　　　　・地域における「新たな支えあい」

· 「ふくし」(普通に暮らす幸せを手に入れること)

· 担い手と受けての立場は入れ替わる。

· 一方向からの｢保護｣から四方八方からの「支援」へ。

· 介護保険や障害・子育てなどの行政サービスのクオリティーも向上する。

· 担い手もエンパワメントされることにより、住民の生活のクオリティーもあがる。

· 地域全体の幸福度が上がる。

　　　　・さまざまなハンディを負っても、生活のしづらさがあっても、支えあえる地域社会

　　　　　

　　　　　ハンディを負っても、生活のしづらさがあっても、力いっぱい生きている人の夢を叶えたい

　

　　　　　ハンディの中でがんばる人と日々関わり、自分を高めようとする事は、自分の夢を叶える事

　　


　

セッション２｢誰もが街に生きている！｣

自治体と地域・住民とのパートナーシップ～協働と連携のあり方あり方を深めます～

　

　　　どうやったら地域力が発揮できるのか？→場空間が必要

　　　地域が協働できる空間をどう作ったか？

　　　行政が地域に何でも任せるということが無いように。

　　　キーワードは自由

1 吉田　日出子　氏　地域ボランティア「沖代すずめ」代表

「金がないなら知恵を出す」をモットーに活動。

小学校区で行い顔が見える

ニーズに対応して活動を進め、走りながら次につながっていった。

　　　　　　　　　　すずめのお宿

　　

　おじ様クッキング→

　

　　　　　　　　　　　　　←障害者ミニデイサービス

　　　　　　　　　　　　　←筋力トレーニング

  　　　　　　　　　　　　　←出前の演芸　自分たちも楽しむ

認知症の人が来るようになり

理解したい。　　　　　　→

その場を見る・一緒にいる
　　　　　　

逆デイサービス開始　　　　　　　　←逆デイサービスの移動などを見て地域住民が協力

次につなげるために

　　地域サロン「すずめの家」を開所。

　　　　　　　　　　↓

　　「のじこ」ちょっとかっこいいおやじの会←定年後の男性の地域活動へのきっかけ作り

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　男の人は資金作り・広報の役割

　　　住民型有償サービスなどへ広がる。　　←何かしていると、伝染していく。

まとめ　　すずめの家という活動拠点ができてから広がった。

　　　　　長続きの秘訣は活動拠点維持や活動の費用をボランティア活動でまかなっている。

　　　　　行政が後押ししている。

　　　　　トップダウンではなく、すそ野から広がる活動

2 平塚　充昭　氏　大牟田市　保健福祉部長
　　　

大牟田市は炭鉱の町であったが閉山とともに高齢化・生活保護の増加など

危機的状況

↓

ボランティアなどの仕組み作り

活動拠点の整備

公共を担う行政と市民の協働のあり方（役割分担）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　↓

再生に向けてサービス事業所と行政の認知症ネットワーク



大牟田の特徴　　ケアを考えている人が地域福祉を考えている

　　　　　　　　住民だけでなくサービス事業所側も地域の一員として参加

　　　　　　　　地域福祉を安定するためケアワーカーが地域福祉を考えている

　　　　　　　　官民協働　一部だけでなく全地域ですすめていく

　　　③白川　雅博　氏　　松山市社会福祉サービス課　課長　

　　　

　　　　　｢地域力｣「自治体力」を高める試み～地域福祉デザイン塾～

　　　　　　・地域福祉デザイン塾―地域の福祉ニーズや実態を把握し、行政および関係機関への提言

　　　　　　や情報提供を行いながら、自分たちの地区にふさわしい福祉のまち作りについて語り合い、

　　　　　　実践につなげていく。

　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　委託　　　　　　　　　　　　　協働　　　　　　　　



　　　　　　　　　　　　　　　　　連携　　　　　　　　　　　

　　　　　・組織図　　　　塾長―地区社協会長または地区社協会長が指名するもの(7割民生委員)

　　　　　　　　　　　　　

塾生―地区社協関係者、または該当地区で地区社協会長が任名(8～10名)

　　　　　　　　　　　　　

調査対象―福祉のまち作りに関心と課題意識を持つ住民(塾生あたり5名)

　

　　　　　・活動　　　学習活動(6月～10月で5回程度)：座談会や地域福祉マップ作りなどにより

地域の社会資源や課題を発見

　　　　　　　　　　　地域福祉アンケート調査（11月）：聞き取り調査による福祉課題、実態把握

　　　　　　　　　　　報告書の作成（12月～3月）　 ：地区の福祉ニーズ・実態が集約された報告書

　　　　　　　　　　　　　　　　　　↓

　　　　　　　　　　　市社協でまとめ松山市に提出

　　　④松藤　聖一　氏　　宝塚市環境福祉部　
　　　　　「歌劇のまちの福祉」

　　　

1 目標は誰も排除されないまち作り

　　　デイサービス奏の歩み

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　母親を施設に入れたくない

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　↓

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　個人が自宅をサロンに開放

　　　　　　　　　　　　　　　近所の支援→　　　↓

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　DVや虐待で行き場の無い子やお年寄りを預かる

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　お年寄りが集まってきた

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　↓

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　デイサービス奏として立ち上げ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　↓

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　障害のある10代のこの就労場所となる

2 住民と協働で目指したまち作り

・コミュニティ施策を小学校区単位のまち作り協議会と中学校区よりやや広い7ブロックの2層化（以前中学校区で進めうまくいかなかった）

　

3 大震災の体験から住民主体の地域福祉活動が広がった。

・災害救援ボランティアがすべての場面で活躍し、住民自身のボランティアも安心マップや炊き出しネットワークに

　　　　　　　　　　　　　　　　　↓

　　　　　　　地域ですれば何でもできるという自信につながった。

震災を機に7ブロックに写経地区センター設置など地域コミュニティなど推進

　　　　

4 介護保険で上乗せ、横だし、下支えが課題

・一人暮らしの認知症の方のお泊りサービスや要介護認定サービスを超えるサービスなど

地域で暮らし続けるためには、走っていって手助けできる日常生活圏域が必要。

　まとめ　・地域でどうやって相乗りをしていくのか？

　　　　　・本当に住み慣れた地域で最後まで支えあおうと誰がしているのか？

　　　　　・制度では解決できないものをどう行っていくのか？

　　　　　・介護保険と支え合いがうまくかみ合っていくように、行政・地域・事業者が絡み合っていく必要がある。　　　　

まとめのシンポジウム≪大牟田からの発信≫

発進！～誰もが安心して暮らせる町・大牟田の“未来”へ～

　　　　①汐町　律子　氏　　はやめ南人情ネットワーク　代表世話人

　　　　　・H16年発足　認知症の徘徊者を3年間で50人発見保護。

　　　　　・4本柱　 １．幼なじみ。顔なじみ

2 世話焼き運動

3 コミュニティの場つくり・世帯間交流

4 認知症の肩の立ち寄り場だけでなく、家族も支える

　　　　　・反省会を生かし、次につなげている。

　　　　　・H19年全市に活動の和を広げている。

　　　　②叶　義文　氏　　大牟田市障害者協議会・運営委員会　委員長

　　　　　「働く・暮すの視点から」

　　　　　・障害者の就労支援の場としてレストラン・弁当事業を行っているが、一般事業所との競争はシビアである。

　　　　　・就労支援の仕組み作りが必要　授産施設などの賃金アップ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　内職感からの脱却が必要

　　　　　・障害の捉え方→障害が悪いのではない。誰もが障害を持つ可能性がある。

　　　　　　　　　　　　　障害を受け入れない社会が変わる必要がある。

　まとめ
　　　地域力とは・家族力があって地域力。核家族化が進み経験の少なさから認知症理解が少ない。

　　　　　　　　・各年代の良い姿を地域で見せ合い、一緒に地域向上の意識が持てる。

　　　　　　　　・地域活動の中で出会い・活動が活発になると、まちに就労の場が広がったり、サービス事業者や、行政サービスが相互作用でよくなっていく。

　　　　　　　　・無理のない活動を続けていける力

　

　　　自治体力　・現場に飛び込む熱意が必要。

　　　　　　　　・お互いを知る努力を惜しまない。目標を持って議論できる。夢を共有できる対等な関係作り。

　　　　　　　　・トップダウンで迅速に動ける。

　　　　　　　　・住民と同じ目線で動ける　≪黒子≫としての立場

　　　　　　　　・行政職員が変わっても継続できる仕組み作りが必要（人事政策の工夫）

【2日目の考察】

　二日目は厚生労働省の方の講演をはじめとして、行政側の話を聞く機会が多かったように思う。

大牟田は市長をはじめ積極的に行政サイドも入ってきていたが、福祉をやや町おこし的に商品として

つかっている蛍光がやや見えがちであった。しかし、「住民と同じ目線での黒子としての立場」という

説明にもあったように、官民協働で動いているという仕組みはうらやましく思った。また、大牟田だけ

でなく、セッションなどでの発表者たちから、自分たちは動いているという自信が感じられ、「何かして

いると伝染しいく」原動力なのだと感じた。仕事だけではなく、自分も地域に貢献しているんだという

自負を持って仕事がしたいと改めてかんがえる。



















C.E.O.





I.O.O.
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ケア研究会


肩を並べて話ができた。


事務作業を手伝ってもらったり、得意分野をそれぞれ行えた。


行政が後ろいついていることで進めやすかった。








役所


地域密着型サービスの担当者が現場を知ることができた。


指導する側がチェックだけではなくパートナーシップが持てた。





サービス事業所








認知症ケア研究会








役所





認知症介護研究・研修東京センター永田氏の講評





なあなあな関係になってはいけないが、同じ目的を見ていることがよい。


監査など襟を正さなくても、役所側が現場にいける環境が理想的である。


夜も昼も働くのはどうかとも思われるが、必要性があり、熱意が伝わりよい結果となっている。





地域へかえる





地域をかえる





夢をかなえる





理解へかえる





組織作り





取り組みの　　考え方





人つくり





啓　発





仕組み作り





地域作り





サービス事業所教示貝の事務局設置














ケアコミュニティ推進事業を打ち出す。











認知症コーディネーター養成


　


　








認知症絵本作りと絵本教室(小中学校)














認知症ケアサポートチームの構築











はやめ南人情ネットワークなど





松山市





市社協　　（実施主体）





地区社協　（実施機関








